
 
「第 36 回兵教組平和教育実践交流集会」 開催 
  
「第36回兵教組平和教育実践交流集会」を篠山市において開催し、県内各地より約80人が参加しました。 
（兵教組ホームページにも記載） 
午前は篠山市内３コースでフィールドワーク、午後は篠山市城東公民館にて実践交流集会をおこない、
主催者からの基調提案に続いて多紀支部からの実践報告を受けました。その後、平和教育部会・協力研究
所員の村上登司文さん（京都教育大学）から指導助言を受け、各地区での交流の場をもちました。 
戦争体験を次の世代へ語り継ぎ、史実と真実の探求
をとおして平和を守る教育をすすめていくことの大切
さを再確認する良い機会となりました。 

 実践交流集会   

○基調提案 ○実践報告 ○指導助言 

○各地区（支部）交流 

 フィールドワーク   

○畑鉱山跡（硅
けい

石
せき

鉱山）  ○篠山の朝鮮人学校と民族学級、歩兵
ほ へ い

第 70連隊 

○大芋
お く も

（ロース石）、福住
ふくすみ

（マンガン鉱）、篠山線跡（日置～村雲） 

 参加者の感想   

・実際に現場に足を運んでも気づかないことにまで、詳しくお話を聞かせていただきました。また、グル
ープで意見交換をすることで、新たな気づきがあったり、自分の考えを深めることができたりと、今日
はたいへん勉強になりました。明日からもがんばろうと元気をいただきました。 

 
・地域の戦争の記憶と日本の戦争の歴史をどのように子どもたちの中で結びつけていけばいいのか考えて
みたいと思いました。「広島に修学旅行に行って終わり」の平和教育にならないようにと思います。 
 
・多紀支部のとりくみがすばらしいと思いました。説明してくださった市同教の研究班の方々の熱意がひ
しひしと伝わってきました。説明の仕方がよくてとてもわかりやすかったです。多紀支部と市同教の組

織的なとりくみができていることを学びたいと思います。グループ討議もいろいろ参考になることがあ
りました。参加してよかったです。 
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